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国会を召集しない安倍首相 
自民党改憲草案では２０日以内 

 憲法第５３条では、｢いずれかの議

院の総議員の四分の一以上の要求が

あれば、内閣は、その召集を決定しな

ければならない｣と定めています。し

かし、安倍内閣は臨時国会を召集しよ

うとしていません。 

自民党の改憲案では、｢要求のあっ

た日から２０日以内に臨時国会を召

集しなければならない｣と、規定して

います。さらに、自民党作成の｢改正草

案Ｑ＆Ａ｣では、｢『少数会派の乱用が

心配ではないか』との意見もありまし

たが、『臨時国会の召集要求権を少数

者の権利として定めた以上、きちんと

召集されるのは当然である』という意

見が、大勢でした｣と、あります。 

 自らの提案でも、都合が悪いことは

実行しない。きちんと召集してよ！！ 

高商連総会来賓あいさつ③ 
広田一さん(民進党県代表、元参議院議員) 

 
（編集・文責、高商連事務局）  

 皆さん、こんにちは、過分なご紹介をいただきました、広田

一でございます。本日は高商連様の第４９回の定期総会にご案

内をいただきまして、心から感謝を申し上げます。そしてご盛

会を心からお祝い申し上げます。 

 第４９回ということでございますけれども、中国の古いこと

わざに、｢一つのことが十年続けば偉大なり、二十年続けば恐

るべし、三十年続けば歴史となる｣ということわざがございま

す。四十年がなくて、｢五十年になると、それは神の如し｣と。

こういう一つの組織団体の取り組みが、五十年続くということ

は本当に素晴らしいことだと思います。日ごろは民商の皆様

が、中小小規模事業者の皆さんの営業とくらしを守る活動され

ていることに敬意と感謝を申し上げます。 

 アベノミクスという言葉、最近は聞かなくなったなと思いま

せんか。そのはずで、世論調査では安倍政権を支持する方々で、

経済政策を評価して支持するという方はたった１割です。一

方、支持しないという方の実に３割が経済政策に期待が持てな

いと答えています。トリクルダウンの考え方に基づいて安倍政

権は法人税減税を行っています。大企業がよくなれば中小小規

模事業者の皆様もよくなる、という考え方であります。しかし

ながらＧＤＰ(国内総生産)の６割を個人消費が支えています。

法人税減税も大事なことかもしれませんが、それ以上に個人消

費を応援する、くらしの底上げです。所得税の大胆な減税をす

る方がもっと効果があります。そして小規模事業者、中小企業

の社会保険料の減免をする。国民の皆様の暮らしに役立つ政策

というものを一緒になって提案をしていくということも非常

に重要なことです。 

民商さんのホームページを見ますと“平和でこそ商売繁盛”

と書いてあります。全くその通りでございます。安保関連法は

憲法違反であると同時に欠陥法案です。なんと２２５回審議が

中断したんです。にもかかわらず参議院の特別委員会において

強行採決をされました。その場に私は立っておりました。その

時の議事録何と書いてあるか。｢発言するもの場内騒然聴取不

能｣なんです。つまり何を採決したのか記録が残っていないの

です。これはもう議会制民主主義の自殺行為であります。数さ

えあれば何をやってもかまわない、民主主義じゃなくて多数決

主義であります。立場が違う与野党がしっかり議論をして、そ

して国民の英知を集める、そのうえで採決をするのが民主主義

です。安倍政権は立憲主義をないがしろにし、さらには採決の

やり方で民主主義というものを冒涜する。こういうことを平気

でやってきたわけであります。その後のカジノ法案や今回の共

謀罪の強行採決も、その延長線上にあるわけです。こうしたこ

とに国民がだんだん慣れてきてしまいました。私は非常に恐ろ

しいことだというふうに思うわけであります。 

集団的自衛権とは、日本と他の国とが一緒になって日本のこ

とを守ってくれるものだと勘違いされている方が結構います。

集団的自衛権は自分の国が攻められていないのに第三国に対

して先制攻撃する権利であります。武力行使のハードルが低く

なり戦争のリスクが飛躍的に高まったわけであります。平和で

なければ商売も日々の暮らしもないわけであります。そういう

ことを許さない、政治勢力を結集していかなければならないと

思います。 

私は、あの参議院特別委員会の採決の場にいて本当に悔しか

ったです。それと同時にいくら正論を言っても、そして相手を

論破しても、さらに国会を取り囲むすごい世論の後押しがあっ

ても、圧倒的な数の前にはやはり限界があるということを痛

感、実感をしました。やはり政権を代えるしかありません。今、

野党連携、野党共闘のことが議論されております。昨年夏の参

議院選挙では野党共闘が実現しました。次の衆議院がどうなる

かわかりません。それぞれの党の立場があります。しかし、私

たちには、安保関連法を廃止して立憲主義をとりもどすとい

う、大義があります。各政党が様々な違いを乗り越えられるか

どうか、このことが今問われています。今がまさしくこの国の

政治の正念場であると同時に経済、くらしを含めて大きな岐路

に立っていると思います。 

こうした思いを持って日々地道に取り組んでいきたいと思

っております。 

最後になりましたけれども高知県商工団体連合会の第４９

回総会が成功裏に終了されることを、本日ご出席の皆様お一人

お一人のご商売の発展、ご健勝を心からお祈り申し上げまし

て、ごあいさつに代えさせていただきます。 
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屋形船で蛍を満喫！ 
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